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子
供
の
貧
困
対
策
と

学
習
環
境
の
充
実
を

問　
入
学
か
ら
援
助
支
給
ま
で

に
、
制
服
購
入
な
ど
の
た
め
の

貸
付
制
度
が
必
要
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長
　
生
活
保
護
で

は
、
入
学
準
備
金
を
支
給
し
て

の
中
学
校
３
年
生
に
実
施
し
、

全
員
が
進
学
を
希
望
し
て
い
る
。

問　
エ
ア
コ
ン
設
置
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
が
、計
画
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
31
年
度
ま
で

の
全
小
・
中
学
校
設
置
の
計
画

を
基
に
早
急
に
取
り
組
み
た
い
。

問　
学
校
の
プ
ー
ル
を
統
廃
合

す
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長
　
水
質
衛
生
管

理
を
行
う
教
職
員
の
負
担
や
財

お
り
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
は
県

の
貸
付
制
度
を
案
内
し
て
い
る
。

制
度
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
高
等
学
校
等
修
学
支
援
事

業
の
今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
県
は
平
成
26

年
度
か
ら
生
活
保
護
受
給
世
帯

と
住
民
税
所
得
割
額
が
非
課
税

の
世
帯
を
対
象
に
奨
学
給
付
金

を
支
給
し
て
い
る
。
本
市
制
度

と
重
複
す
る
た
め
、
27
年
度
か

ら
県
給
付
金
の
受
給
世
帯
へ
の

支
給
額
を
調
整
し
て
い
る
。
県

制
度
の
対
象
外
の
生
徒
も
い
る

た
め
、事
業
は
継
続
し
て
い
く
。

問　
生
活
保
護
世
帯
な
ど
の
子

供
の
学
習
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
27
年
度
は
生

活
保
護
世
帯
と
生
活
困
窮
世
帯

社
会
を
生
き
抜
く
力
と
、
学
び
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
を

松
本 

敏
子 

議
員

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

政
課
題
な
ど
が
あ
る
が
、現
在
、

統
廃
合
の
方
向
性
は
ま
と
ま
っ

て
い
な
い
。
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問　
平
成
26
年
度
に
、
国
は
在

宅
医
療
を
重
視
し
た
診
療
報
酬

に
改
定
し
た
。
市
民
病
院
の
経

営
悪
化
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る

と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

市
民
病
院
事
務
局
長
　
そ
の
と

お
り
で
あ
る
。

問　
高
度
急
性
期
医
療
を
目
指

し
て
新
し
い
病
棟
も
で
き
る
が
、

国
や
県
は
、
公
立
病
院
の
在
宅

医
療
や
回
復
期
病
床
へ
の
移
行

を
示
し
て
い
る
。
今
後
の
方
向

性
を
ど
う
す
る
の
か
。

問　
平
成
23
年
の
地
方
自
治
法

改
正
で
、
総
合
計
画
を
策
定
す

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
新
し

い
総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
が

な
く
、
法
定
義
務
も
、
議
会
議

決
も
な
い
。
こ
れ
を
最
上
位
計

問　
新
庁
舎
で
来
庁
者
が
、
担

当
課
が
分
か
ら
な
か
っ
た
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
が
何
も
相

談
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
話
を

聞
い
た
。
１
階
を
ブ
ー
ス
に
区

切
っ
て
趣
旨
を
聞
き
、
担
当
課

を
特
定
し
対
応
す
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る

病
院
事
業
管
理
者
　
市
民
病
院

の
経
営
悪
化
は
、
診
療
報
酬
の

影
響
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
絡
ま
っ
た
も
の
で
あ

る
。
私
は
プ
ロ
で
あ
る
の
で
、

プ
ロ
の
力
を
発
揮
し
て
、
ど
の

よ
う
な
方
向
性
に
持
っ
て
い
く

か
を
検
証
し
て
い
く
。

高
層
化
す
る
組
立
体
操

見

直

し

を

問　
運
動
会
で
行
わ
れ
る
組
立

体
操
が
年
々
高
層
化
し
て
い
る

画
と
位
置
付
け
る
の
は
無
理
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
総
合
的
に
取

り
組
む
べ
き
施
策
を
網
羅
し
た

計
画
で
あ
り
、
最
上
位
と
し
て

の
機
能
を
有
す
る
。

問　
法
定
の
現
総
合
計
画
は
、

19
年
６
月
に
期
間
を
19
～
28
年

度
と
議
決
し
た
。
当
時
、
市
長

は
ど
ん
な
立
場
で
あ
っ
た
か
。

が
、
市
内
の
状
況
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
小
・
中

学
校
と
も
に
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

最
高
段
数
は
７
段
で
高
さ
は
４

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
。
事
故
は

毎
年
度
約
15
件
発
生
し
て
い
る
。

市
民
病
院
経
営
悪
化
の
原
因

病
院
内
で
見
解
割
れ
る

地
方
自
治
法
改
正
後
の

総
合
計
画
の
位
置
付
け

市
役
所
に

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を

江
口 

友
子 

議
員

端 

文
昭 

議
員

府
川 
勝 

議
員

無
所
属

問　
今
後
の
事
故
対
策
を
伺
う
。

教
育
長
　
全
国
的
に
も
事
故
が

多
発
し
て
い
る
中
で
、
組
立
体

操
を
あ
え
て
実
施
す
る
必
要
は

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
種
目
は

各
学
校
長
の
判
断
で
決
め
て
い

る
の
で
、
廃
止
を
含
め
て
安
全

対
策
を
と
る
よ
う
各
校
に
要
請

し
て
い
る
。

市
長
　
議
長
の
立
場
だ
っ
た
。

問　
議
決
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、

現
総
合
計
画
の
28
年
度
分
を
廃

止
す
る
議
案
が
出
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
新
し
い
計
画

に
切
り
替
わ
る
と
解
釈
す
る
。

広
報
ひ
ら
つ
か
を
問
う

問　
１
回
の
発
行
費
用
が
約
２

９
０
万
円
で
あ
る
。
い
ち
ご
や

人
形
浄
瑠
璃
な
ど
の
特
集
記
事

が
紙
面
の
６
割
以
上
を
占
め
て

い
る
が
、
市
民
福
祉
の
向
上
に

効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
特
集
し
た
活

動
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。

問　
市
民
が
望
む
情
報
と
行
政

が
発
信
す
る
情
報
に
ギ
ャ
ッ
プ

が
あ
る
。
編
集
方
針
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
各
課
が
個
別

に
通
知
し
て
い
る
事
項
と
、
広

報
す
る
事
項
を
考
慮
し
て
、
調

整
し
な
が
ら
作
成
し
て
い
る
。

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長
　
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

化
し
た
窓
口
で
、
正
確
か
つ
き

め
細
や
か
な
対
応
を
行
う
こ
と

も
大
切
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

２
期
工
事
完
成
時
に
は
、
多
く

の
市
民
が
利
用
す
る
窓
口
を
低

層
階
へ
配
置
し
、
関
連
す
る
窓

口
を
近
く
に
配
置
し
、
利
便
性

を
高
め
た
い
。
な
お
、
現
在
も

状
況
に
応
じ
て
職
員
が
窓
口
に

出
向
く
な
ど
、
臨
機
応
変
に
対

応
を
し
て
い
る
。

岡
崎
地
区
の
洪
水
対
策

遊
水
池
建
設
を

問　
渋
田
川
は
、
新
川
の
洪
水

を
受
け
入
れ
る
能
力
が
な
い
。

矢
羽
根
排
水
路
と
城
所
大
排
水

路
の
合
流
点
の
岡
崎
地
区
に
、

最
大
降
水
量
に
応
じ
た
遊
水
池

を
建
設
し
て
は
ど
う
か
。

土
木
部
長
　
伊
勢
原
市
と
検
討

会
を
立
ち
上
げ
、
遊
水
池
の
建

設
や
貯
留
機
能
を
持
っ
た
バ
イ

パ
ス
管
の
布
設
の
実
現
性
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
る
。し
か
し
、

多
大
な
費
用
や
時
間
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
西
海
地
雨
水
幹
線

の
完
成
後
、「
平
塚
市
総
合
浸

水
対
策
基
本
計
画
」
を
基
に
浸

水
被
害
の
軽
減
に
向
け
、
必
要

に
応
じ
た
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

■ヘイトスピーチの根絶に向けた対
策を求める意見書（要旨）
　昨今、一部の国や民族、特定の国
籍の外国人への差別をあおるヘイト
スピーチが社会問題となり、このよ
うな行為が広がっていることに対す
る懸念の声が高まっている。人種や
民族、国籍の違いから生じる差別は
決して許されるものではなく、こう
した問題が生じていることは極めて
遺憾である。
　よって国におかれては、こうした
状況を真摯に受け止め、現行法の中
で対応していくとともに、表現の自
由に配慮しつつ、差別のない共生社
会の実現のため、実効性ある対策を
講じるよう強く要望する。

意見書した
可決

　議員からの提出議案として、本会
議最終日に次の意見書が提案され、
全会一致で可決しました。

　議案15案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第12号　平塚市行政不服審
査条例
　異議申し立て手続きを審査請求
に一元化するメリットと変更事項
などについて問われた。
○議案第32号　財産の処分につい
て
　万田デイサービスセンターの建
物などの売却経緯と土地の貸し付
けについて質疑があった。

○議案第34号　平成28年度平塚市
一般会計予算
　シティプロモーション推進事業
について、他市と差別化した取り
組みや市民との関わり方など質疑
があった。
　都市農業促進事業について、地
場産品消費の促進や市民農園の取
り組みなど質疑があった。
　ほかに、庁用車両管理事業の交
通安全意識の啓発や市税収納及び
滞納整理事業のシステムの改修内
容、観光事業の地元経済に寄与す
る方策などについて質疑があった。

　議案8案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第28号　平塚市国民健康保
険税条例の一部を改正する条例
　加入世帯の状況や保険税値上げ
の理由などについて問われた。
○議案第38号　平成28年度平塚市
介護保険事業特別会計予算
　介護予防・生活支援サービスに
ついて、各サービスの事業内容や
元気応援ポイント事業と町内福祉
村の関わりなど質疑があった。

○議案第34号　平成28年度平塚市
一般会計予算
　こころと命のサポート事業につ
いて、子供の自殺対策や学校との
連携など質疑があった。
　ごみ処理広域化推進事業につい
て、推進会議の内容や1市2町の役
割分担など質疑があった。
　ほかに、臨時福祉給付金等給付
事務事業の実施内容や生活保護者
自立支援事業の学習支援、環境事
業センター運営事業の旧環境事業
センター解体の見通しなどについ
て質疑があった。

総務経済

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。

環境厚生




